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2) 高田保馬もまた注目すべき論者ではあるカむ くマルサスとマルクス〉というテ マとは必ず/
矢内原忠雄白人口問題論 (479) 87 






















































白 河田嗣郎「イルクλノ教義J ，京都怯学会雑誌， 4 (11)，悶拍42(1909)年11月。
矢内原忠雄の人口問題論 (481) 89 
逆に，大正2年，大西猪之3は7 ノレサス人口論を「今日尚厳然たる真理」で
あると論じてマルクスにも筆をのばしているが，相対的過剰人口論には触れて





















よいであろう。これより昭和 3 (1928)年 6月までが矢内原白人口問題に関す




























の 「人口食糧問題と名士の意見J~農政研究 J 6(め「人口宜主量問題号1昭和2(192の隼 p.5 
矢内原忠雄の人口問題論 (483) 91 
じた(高田， pp. 94-5)， 
しかし，矢内原によれば，このような議論は，社会の進歩発展を無視した暴
















してない」という程度の批評に止まっていることを指摘しておこう (1925， p. 
















内原はまず人口過剰を定義する。人口数を P，人口支持手段を M とすれば，
1M: Pは一定の生活程度を現は LM': P'が M:Pより小となりたる場合













































ていない。両出慌馬「賢本家自J集積討ノ研究J(二.)~京都法学会雑誌. 9 (3)，大正 3(1914) 
年。同 『社会学的研究』宝文館，大jE7年， ~マルクス貰困論考』甲文社，昭和田年j 所Ji9.0
11) この引用文を含むハラグラフは後に削除された。













































































法そのものの止揚にあるJ (1927a. pp. 648. 634， 649)。日本が現在当面して
いる問題は失業であるが故に，解決はマルク只によって与えられる。さ b に


















































































































17ワ 矢内原， 19280.， pp. 118-50をも見よ。
18) 高田保晴 「人口問題の反批判」同『人口と貧乏』所収， pp. 184-6後に前掲『マルクス賞困
論考』に再鋸。
矢内~，~雑の人口問題論 (493) 101 
示す。マノレサスの人口理論は農業国段階にあったイギリス社会に立脚して立論
されたの tあり I彼の時代の農業的社会を対象として見る時，其の中に多分



































































20) 南， pp. 66-70， 178-82，同『人口法則と生存権論』同文館， 昭和3(1928)年J pp. 135-8， 
151-7永井享『日本人口論』巌松堂書官，昭和4(1929)年， pp. 337-56.向坂逸郎「人口理論」
『マルクス経済学説の発展』改造社版経済学全集車26;也昭和4 (1929)年， pp. 572-6 
